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暴風雨等で被害を受け、技術・経営に関する相談をどこに
すればよいですか

≪概 要≫
被災後の経営や農林業の栽培技術対策などに関する相談先を設けています。
なお、農業協同組合なども相談を受け付けています。

（農業関係）いわき農林事務所 農業振興普及部
（林業関係）いわき農林事務所 森林林業部

Ⅰ－１

≪留意点≫

受付時間：８：３０～１７：１５（土・日・祝休日を除く）

≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号 担当分野

県庁 農業振興課
林業振興課

０２４－５２１－７３３９
０２４－５２１－７４３２

農業
林業

いわき農林事務所 農業振興普及部
森林林業部

０２４６－２４－６１５４
０２４６－２４－６１９１

農業
林業
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農地等に堆積した災害廃棄物（農地に流入した土砂、農業用
施設など）を撤去し処分するための支援はありますか

≪概 要≫
農業経営を維持していくために必要な生産基盤である農地等を復旧するため、

災害廃棄物の撤去等に係る経費を支援します。

Ⅰ 土木的対策により土砂等を除去する復旧工事を行う場合
１ 支援対象

農地や農業用施設（農業用用排水路等）に堆積した土砂等の撤去・
運搬等に係る処理経費（工事費４０万円／箇所以上）

２ 事業主体
県、市町村、土地改良区、ＪＡ等

３ 対応事業
災害復旧事業

４ 国庫補助率
農地50%、農業用施設65%
市町村毎に農家１戸当たりの復旧事業費に応じて高率補助が適用され

ます。
（自治体負担の起債分については、地財措置有り）

Ⅱ 農地周りの水路等を地域共同で復旧活動を行う場合
１ 支援対象

損壊等の被害を受けた農地周りの小規模な水路等を地域共同で行う
復旧活動に係る経費

２ 事業主体
多面的機能支払交付金交付対象組織

３ 対応事業
多面的機能支払交付金

４ 国庫補助
既に配分されている交付金の活用が可能

Ⅱ－１
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≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所 農村整備部 ０２４６－２４－６１８１



被災した農業者のための支援はありますか。

１ 農業等災害対策事業

水害の影響を受けた農作物の樹勢の維持・回復や農業施設等復旧の資材等
の購入を支援

（１）支援内容
○ 農作物等生産確保対策事業

追加防除するために必要な農薬の購入
樹草勢を回復するために行う葉面散布等肥料の購入
被害を受けた農作物の改植のための種苗の購入

○ 農作物等施設復旧対策事業
被害を受けたパイプハウス等の資材（骨材）の購入

○ その他知事が必要と認めた事業
土砂等の流入により収穫不能となった水田の土壌改良資材の購入

（２）事業実施主体：ＪＡ、農業者団体等
補助率：県１／３以内、市町村１／３以内

２ 農家経営安定資金（少災害資金）

自然災害により被害を受けた農業者等が農業経営の維持安定を図るための
資金を融通

Ⅱ－２
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≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所 農業振興普及部 ０２４６－２４－６１６０



土砂の流入や土壌の流失、畦畔の崩落など被災した農地の復
旧への助成はありますか

Ⅲ－１

≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所 農村整備部 ０２４６－２４－６１８１
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≪概 要≫
農地への土砂流入や耕土流出、水田の畦畔や畑の崩壊等の被災については、

復旧費用が１か所当たり40万円以上であれば国の災害復旧事業の対象となり
ます。
また、小規模な被災で復旧費用が40万円未満の場合でも、市町村単独事業

等で復旧できる場合があります。
まずは、お住まいの市町村にご相談ください。

≪留意点≫
被災した農地を自分で復旧された場合など、事業の対象にならない場合が

あります。

≪補助事業制度≫
①国の災害復旧事業（基本補助率は50％ですが、激甚災害に指定された場合

大幅にかさ上げされます。）
②市町村単独事業（一定の要件を満たす場合は、費用の一部を起債できま

す。）
③地域共同の取組（多面的機能支払や中山間地域等直接支払に取り組んでい

る地域では、その活動の中で復旧することができま
す。）

※詳しくは、お住まいの市町村役場におたずねいただくか、農林水産省や福
島県ホームページをご覧ください。



農道の崩落や水路の洗掘・土砂流入など被災した農業用施設
の復旧への助成はありますか

Ⅲ－２

≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所 農村整備部 ０２４６－２４－６１８１

5

≪概 要≫
農道の崩壊や水路の洗掘・土砂流入など農業用施設の被災については、復旧費

用が１か所当たり40万円以上であれば国の災害復旧事業の対象となります。
また、小規模な被災で復旧費用や農業用水の確保などの応急対策費用が40万円

未満の場合でも、市町村単独事業や県の補助事業等で復旧できる場合があります。
まずは、お住まいの市町村にご相談ください。

≪留意点≫
・農業用施設の受益者は２戸以上です。個人単独の場合は対象となりません。
・被災した施設を自分で復旧された場合など、事業の対象にならない場合が

あります。

≪補助事業制度≫
①国の災害復旧事業（基本補助率は65％ですが、激甚災害に指定された場合

大幅にかさ上げされます。）
②市町村単独事業（一定の要件を満たす場合は、費用の一部を起債できま

す。）
③地域共同の取組（多面的機能支払や中山間地域等直接支払に取り組んでい

る地域では、その活動の中で復旧することができま
す。）

※詳しくは、お住まいの市町村役場におたずねいただくか、農林水産省や福
島県ホームページをご覧ください。



農業共済に加入していますが、どこに相談すればよいですか

≪概要≫
福島県農業共済組合の共済事業に加入されている方で、被災された方には、

契約内容に応じて共済金が支払われます。
詳しくは、同組合の本所又は支所へご相談ください。

≪連絡先≫

Ⅳ－１

≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所農業振興普及部 ０２４６－２４－６１５４
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事務所 電話番号 ファックス番号

 本　所 024-521-2715 024-523-1887

　 いわき支所 0246-24-1166 0246-24-1169



森林において土砂崩れが発生している場合、どこへ連絡すれば
よいですか

森林において、土砂崩れを発見された場合は、いわき市林務課、各支所ま
たはいわき農林事務所森林林業部へ、ご一報をお願いします。

Ⅴ－１

≪留意点≫
・落石や崩壊の危険性があるため、近づかないようにしてください。

《補助事業制度》
・災害関連緊急治山事業：保安林※1,2
・林地崩壊防止事業：普通林
・治山施設事業（県営）：保安林※1
・治山施設事業（市町村営）：普通林

【問合せ先】いわき農林事務所 森林林業部

⇒ 問合せ先は、次ページをご覧ください。

※1 保安林に指定されているか、または指定が確実である必要があります。
※2 災害発生年に緊急に復旧整備を行う、公共の利害に密接に関係すること。
その他、人家2戸以上に被害が及ぶものなどが、補助の対象となります。
なお、土地の造成など人為的な原因によることが明らかなものは対象外となります。

≪概要≫
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相談窓口一覧表（森林林業関係）

≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所森林林業部 ０２４６－２４－６１９１

いわき市林務課 ０２４６－２２－１２８７

(株)日本政策金融公庫福島支店 ０２４－５２１－３３２８

福島県森林組合連合会 ０２４－５２３－０２５５
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所有林の立木が被災した場合、支援はありますか

今回の台風により、スギやヒノキなどの立木が倒れたり、折れてしまった
被害森林において、被害木の除去や再造林する場合、補助制度を利用できる
場合があります。

最寄りの森林組合または、いわき農林事務所森林林業部にご相談ください。
なお、森林保険に加入されている方は、Ⅶ－１を参照してください。

Ⅴ－２

また、森林が土砂と一緒に流出している場合は、Ⅴ－１を参照してください。

≪留意点≫
・被害木の除去に着手する前に、最寄りの森林組合または、各農林事務所

森林林業部にご相談ください。
・倒木の処理は大変危険です。（森林組合など専門の業者にご相談くださ

い。）

≪補助事業制度≫
森林環境保全整備事業
森林環境基金森林整備事業

【問合せ先】いわき農林事務所 森林林業部

⇒ 問合せ先は、Ⅴ－１をご覧ください。

≪概要≫
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木が家へ倒れている、倒れかかっているなど危険な状態であれば、
すぐ避難してください。

保安林はいろいろな制限がありますがほとんどの場合、伐採可能です。
伐採許可等の手続きは、いわき農林事務所森林林業部へご相談ください。

なお、道路や家などに倒れかかるなど危険な場合（倒木）は、保安林で
あっても許可や届出は必要ありません。

ご自分で伐採するのは、大変危険です。
専門業者の方（地元の森林組合等）へ頼むのが安全です。

くれぐれも、お一人で無理をなさらないようにしてください。

ご不明な点がございましたら、【問合せ先】へご連絡ください。

※ 保安林以外の森林で、倒木、枯死木又は著しく損傷した立木を伐採する
場合は、届出等の手続きは不要です。

保安林内の木が倒れている場合、どうすればよいですか

Ⅴ－３

【問合せ先】いわき農林事務所 森林林業部

⇒ 問合せ先は、Ⅴ－１をご覧ください。

※保安林には、写真のような
標識が立っています。詳しく
はいわき農林事務所森林林業
部へご相談ください。

≪概要≫
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災害等の被害に伴う資金繰りや経営再建に利用できる資
金はありますか

災害等の被害に伴う資金繰りや経営再建に利用できる日本政策金融公庫の
「農林漁業施設資金」と「農林漁業セーフティネット資金」についてお知ら
せします。

Ⅵ－１

【問合せ先】いわき農林事務所 森林林業部

≪概要≫

⇒ 問合せ先は、Ⅴ－１をご覧ください。 11

制度の種類 制度の内容

農林漁業施設資金
（災害復旧）

災害を原因とする農林漁業施設の被害の復旧に必要な資金（※1）
① 融資限度額：負担額の80％又は１施設あたり300万円のいずれか低い額
② 融資期間：15年以内（うち据置期間３年以内）
③ 利率：0.45～0.55％（R5.9.19現在）

農林漁業セーフティ
ネット資金（災害）

災害により被害を受けた経営の再建に必要な資金（※1）
① 融資限度額：（一般）600万円、（特認（※2））年間経営費等の12/12以内
② 融資期間：15年以内（うち据置期間３年以内）
③ 利率：0.45～0.55％（R5.9.19現在）

（※1）災害を原因としてこれらの資金をご利用いただく場合には、市町村長が発行する「り災証明書」が
必要となります。

（※2）簿記記帳を行っている方に限り、経営規模等から融資限度額の引き上げが必要と認められる場
合に適用されます。

【問合せ窓口】 (株)日本政策金融公庫 福島支店 電話番号：０２４－５２１－３３２８



森林保険に加入している所有林が被災した場合、どのような
手続きをすればよいですか

火災、風水害等の気象災、噴火災による損害の程度（損害面積、損害率
等）により被保険者に保険金が支払われます。

災害後に現地に入れないため、損害区域や被害の度合いなど、森林の被害
が具体的に分からない場合でも、損害の発生が疑われる場合は、契約の申し
込みをした森林組合または福島県森林組合連合会にお知らせください。

Ⅶ－１

≪保険金請求の手続き≫
ステップ１：災害発生の連絡

災害が発生した際には、すぐに契約の申込みをした森林
組合等へお知らせください。その後、森林保険損害発生通
知書を提出していただきます。

↓
ステップ２：現地調査の立会い

損害の確認のため、現地の調査を行いますので、立会い
をお願いします。

↓
ステップ３：保険金支払請求書の提出

森林組合等が作成する保険金支払請求書の内容を確認し、
必須事項を記入、捺印の上保険金支払請求書を提出してく
ださい。

↓
ステップ４：保険金の受取り

保険金が支払われます。

【問合せ先】最寄りの森林組合、福島県森林組合連合会

⇒ 問合せ先は、Ⅴ－１をご覧ください。

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー

①災害報告・損害発生通知

②現地調査

⑤保険金支払請求書提出

⑥保険金のお支払い

④保険金支払請求書提出
③損害調査報告提出

保険金の受取までの手続き

保
険
契
約
者

（森
林
所
有
者
）

森
林
組
合
ま
た
は

森
林
組
合
連
合
会

≪概要≫
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Ⅷ－１
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≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所農業振興普及部（地域農業推進課） ０２４６－２４－６１６１



Ⅷ－２
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（次ページに続く）

令和５年９月１２日
いわき農林事務所
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（次ページに続く）
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≪問い合わせ先≫

担当部署 電話番号

いわき農林事務所農業振興普及部（経営支援課） ０２４６－２４－６１６２


